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新年 明けましておめでとうございます。 
 

 

           理事長 大澤二朗（社会福祉士、介護福祉士） 

 

 

昨年は、一昨年同様新型コロナウィルス感染が増加し、障害者の施設

利用が少なくなり、事業収入は減少となり、施設維持が難しく、また利

用者の工賃も減少となる一年でした。しかし、私達福祉従事者に課せら

れた使命は重く、これからも地域ニーズに応えていかなくてはなりませ

ん。先般厚生労働省から出されたグループホームの新類型はＧＨから一

人生活ヘの移行を主な内容にしたものですが、その内容に賛同しながら

も現状のＧＨ運営に関しては我々現場の職員と保護者の共通の課題は、

「利用者の重度化と高齢化」です。国の施策として入所施設の増加や定

員増を認めない現状で重度化、高齢化が進むとともに、施設の不備、老

朽化や職員不足は現場の職員を悩ませているのが現状です。 

障害者の親や子供が、安心して生活を送れる場の提供の方が、先決ではない

でしょうか。 春日ホームか完成しました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

芦屋みどりホーム改築費内訳 

  

収入 支出 

国・県補助金 33.540.000 建築費 100.507.000 

芦屋市補助金 1.000.000 設計・管理費等 5.314.340 

後援会寄付 1.100.000 水道分担金 722.100 

法人負担金 76.700.440 解体費 5.797.000 

合計 112.340.440 合計 112.340.440 

                          No.217  2022．1．1 

      編 集 芦屋みどり福祉会 編集責任者 大澤 二朗 

連絡先 〒659-0034 芦屋市陽光町4－60 

TEL0797-31-4001  FAX0797-26-6464 
                    EMAIL： a-midori@iaa.itkeeper.ne.jp  HP：ashiyamidori.com  
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絵画教室「好きなこともっとアート展」に出展しました。 新谷 晶一 

障がい児・者作品展   
１２月８日～14日 

僕は絵画教室で絵を習っています。絵を

描くのが好きです。上手に描けたらうれし

いです。９月７日～１２日に西宮市立市民

ギャラリーで展覧会があり、６点の作品を

出してもらいました。みんなが見に来てく

れました。うれしかったです。 

 

読
売
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よ
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と
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社会福祉法人 芦屋みどり福祉会  事業ご案内 

 

芦屋みどり作業所（自立訓練・就労継続支援事業Ｂ型） 

みどり第２ホーム（共同生活援助） 

みどりホーム（短期入所）   日中一時支援 

〒659-0034 芦屋市陽光町 4-60  tel 0797-31-4001 fax 0797-26-6464 
  

芦屋みどりホーム（共同生活援助） 

春日ホーム（併設型短期入所） 

〒659-0021 芦屋市春日町 18-12  tel &fax 0797-34-9551 
 

みどり第３ホーム（共同生活援助） 

〒659-0041芦屋市若葉町 4-1-223・224  tel &fax 0797-69-6090 
 

見学ご相談等、歓迎いたします！ ぜひご利用ください。 電話 0797-31-4001  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

写真：姫路セントラルパークにて はい！ポーズ！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光バスで日帰りの旅行をしました。動物を見たり、 

食事をしたり、お土産を買ったり、久しぶりの旅行 

を楽しみました。 

作業所・ホーム日帰り旅行 

姫路セントラルパーク  
     令和３年１０月１５日 

◎
市
政
功
労
者
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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芦
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ど
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し
た
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                                    令和２年度決算報告 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 （令和元年度収支決算書類はＨＰに掲載しています。）    

                                                              HP：ashiyamidori.com  

 

きょうされん第 45次         

国会請願署名にご協力ください。 

 

 
 

 

 

◎請願項目 
1.新型コロナウィルスの感染症終息までの間、障害のある人と関係者への継続的な検査と命を守る医療を確保するとともに 

 仕事の減少による工賃減額の補填を国が責任をもってしてください。 

2.障害者総合支援法を以下のように改正してください。 

(1) 感染症の流行や災害などの場合でも安定した運営ができるよう、報酬の日額払いを改めてください。 

(2) 障害のある人が６５歳になっても、必要な支援を自ら選んで、費用負担なく利用できるようにしてください。 

(3) 本人ならびに配偶者、親（障害児の場合）の所得に関わらず、福祉制度の利用料負担をなくしてください。 

(4) 障害のある人が地域の中で自らの暮らしを選び、安心して生活できるようグループホームなどの制度を充実してくだ 

さい。 

（5） 地域生活支援センターが安定して運営できるよう、国の責任で制度を拡充してください。 

3.障害のある人が安心して支援を受けられるよう、福祉・介護等の深刻な人手不足を根本的に解消し、福祉に携わる人が働

き続けられる報酬としてください。 

4.優生保護法による強制不妊手術などの被害を受け、心身ともに生涯にわたる傷を負った人たちの尊厳を回復するため

に、「一時金支給法」は、国の謝罪を明記し、配偶者も対象にするなど抜本的に改正してください。 

 

障害者福祉についての法制度拡充を求める請願 
当たり前に働き、選べるくらしを 

 

 

カンパのお願い 
◎ 一口 千円 

振込先（郵便振替）  

芦屋みどり福祉作業所後援会  

０１１６０＝２＝７７６３５ 
 

　　　　　　  　　　　貸　　借　　対　　照　　表
   令和３年３月３１日現在

（単位：円）

資産の部 負債の部

決算額 決算額

流動資産 175,471,604 流動負債 48,263,081

　現金預金 117,342,237   未払金 348,495

　未収入金 23,573,367 　その他の未払金 40,180,800

　未収補助金 34,540,000   １年以内返済予定設備資金借入金 2,832,000

決 　前払金 16,000 　預り金 1,223,022

　賞与引当金 3,678,764

固定資産 354,112,420 固定負債 19,770,598

　基本財産 348,164,699 　設備資金借入金 13,924,000

算       土地 118,607,640   退職給付引当金 5,846,598

　　　建物 229,557,059 負債の部合計 68,033,679

資本の部

の 　その他の固定資産 5,947,721 基本金 36,253,000

　　　土地 0 　基本金 36,253,000

　　　建物 0

状 　　　構築物 78,751 国庫補助積立金 99,378,492

　　　車両運搬具 2,280,618 その他の積立金 0

　　　器具及び備品 74,950

況 　　　投資有価証券 50,200

　　　退職給付引当資産 3,431,202 次期繰越活動収支差額 325,918,853

　　　保証金 32,000 　次期繰越活動収支差額 325,918,853

　（うち当期活動収支差額） -11,888,762

純資産の部合計 461,550,345

資産の部合計 529,584,024 負債及び資本の部合計 529,584,024


